A study of \u27expenses of circulation\u27 in "Grundrisse" by Marx by 嶋田 力夫
マルクス『経済学批判要綱』における｢流通費用｣について











































































































































































































































































































































ある｣ (Gr.S.Ⅱ.459頁) として,｢共同 体｣








が,特殊な資本とその特殊な生産過程 との 諸 条ヽヽヽヽヽ
件にたいするものとは区別された,社会的生産ヽヽヽヽヽヽ ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
の共同社会的 ･一般的諸条件にたいする資本のヽヽ ヽヽ





じめ,しかもこの考察を通して ｢流 通 費 用｣の
｢特殊的｣なものと ｢一般的｣なものとの区別を
行なったのであった(4)0










































































































































































































































































































用たる売買費用として ｢空費｣概念の うちに と
































の流通過程｣の前半の論理とも言え る ｢流 通費
用｣論の積極的な媒介なしに ｢本来的流通過程｣
と ｢本来的生産過程｣との統一たる ｢総過程｣的
流通過程に即して究明されるところの ｢資本の回
転｣の問題のうちにいわば吸収することによって
展開することになるのである｡ 『要綱』における
｢資本の流通過程｣のいわば後半の論理とも言え
るこうした ｢資本の回転｣の問題がいかなる内容
を有し,そしてそれが ｢流通の価値規定に及ぼす
影響｣の問題をいかなる程度に解明していたかに
ついてはさらに別稿を安さざるをえない｡
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